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（様式５） 

 

市民意見募集手続の結果について 

 

１ 計画等の案の名称  第２次 上田市子ども・子育て支援事業計画 中間年の見直し（案） 

 

２ 募集期間  令和４年１２月１日（木曜日）から令和５年１月４日（水曜日）まで 

 

３ 実施結果 

 ⑴ 意見等の区分 

区分 内容 件数 

ア 反映する意見 意見等の内容を反映し、案を修正したもの     ０件 

イ 趣旨同一の意見 意見等の同趣旨の内容が既に案に盛り込まれているもの    ０件 

ウ 参考とする意見 案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの    ２件 

エ その他 その他の意見    ３件 

合 計     ５件 

 

 ⑵ 提出方法 

持参 郵便 電子メール ファクシミリ 計 

件（ 人） 件（ 人） ５件 （４人） 件（ 人） ５件 （４人） 

  

４ 意見に対する市の考え方 

⑴ 参考とする意見 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

１ 

64P 

基本政策⑸ 

現状と課題 

第４章 施策の展開 

子どもの生きる力の育成について 

 「多様な価値観を取り入れることが

求められています。」と記されている

ので、性的マイノリティについて考え

る具体的施策があっても良いと考え

ます。 

小中学校における取組みでは、性的マイ

ノリティに関わる書籍を図書館や保健室と

いった場所に設置することや、人権副読本

を使った授業など、性に対する考え方や多

様性を尊重し、互いの人権を認め合うことの

重要性についての学習活動を行っておりま

す。 

あわせて児童生徒の日頃からの様子の

観察やアンケート等を通じて、性的マイノリ

ティ等の悩みや不安の把握に努めており、

相談しやすい環境を整え、安心して楽しく通

える学校づくりを推進しております。   

また職員研修やPTA講演会において、教

職員や保護者に対しても、正しい理解と認

識を深めていただいております。 

 一方、市内企業では、企業人権教育連絡

会が、関連する研修会を実施しております。 
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また自治会では、各公民館と連携した懇

談会や、指導者養成講座等において、性的

マイノリティを含む人権課題について学び考

える機会を設けております。 

さらに市民向けとしましては、「人権を

考える市民のつどい」を開催し、多くの市民

の参加をいただいております。 

当計画において性的マイノリティについて

の具体的な施策等の記載はございません

が、学校や家庭、地域、職場など、様々な場

に応じた取組みを行っており、今後も引き続

き多様な価値観を取り入れるような施策を

推進してまいります。 

２ 

67P 

基本政策⑸ 

⑤児童 ・青

少年の健全

育成の推進 

第４章 施策の展開 

⑤児童・青少年の健全育成の推進に

ついて 

主な事業中「「家庭の日」普及活動

と作文等の募集」を挙げています。 

この計画策定の背景には、子育て

子育ちを社会全体で支援していき、子

どもを権利の主体として位置づけた

社会を目指すとされていることから、

子ども子育て支援のあり方を家庭に

依拠したものではなく、地域に依拠し

たものとして捉え、その上で具体的な

施策に反映していると思われます。

「家庭の日」の普及活動でのメッセー

ジは、それぞれ個として考えることに

し、具体的施策として盛り込むことに

は少々疑問を感じます。 

「家庭の日」普及活動については、作文等

募集事業を通して、児童・生徒や保護者な

ど、広く市民の皆様が家庭の大切さを考え

ていただく機会として実施してきております。 

 社会全体で子育てを支援していくにあたり

ましては、学校といった教育・保育施設をは

じめ、民間事業者や行政機関又、家庭も含

め、相互に連携・協力し、地域で一体的に

推進することが必要であると考えておりま

す。 

 このようなことを踏まえまして、当計画の

施策として位置付けながら、引き続き取組

んでまいりたいと考えております。 
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⑵ その他 

No. 意見区分 意見の概要（要旨） 市の考え方 

３ 

 施策全体へのアクセシビリティ

の担保という観点が見受けられ

ません。施策が有効に作用する

には、認知が限りなく進み、参加

にあたり必要な行動が最小限で

あることと考えます。 

子どもに関わる環境の中で利

用者は時間がない等、手続きが

ワンストップで、簡易に行える仕

組みが施策実施には必要です。 

利用者が飲食店でタブレットを

活用し注文するくらいの行動で完

結するような設計を行なってくだ

さい。 

本計画は「子ども・子育て支援法」第 61 条

に基づく子ども・子育て支援事業計画として

策定するとともに「第二次上田市総合計画」

の子ども・子育て分野の別計画として位置付

けております。 

なお、市民意見募集手続については、市民

の皆様からの御意見を踏まえながら見直しを

図ってきております。市民意見募集手続の事

前周知では、今年度からツイッターやメール

配信又、ＬＩＮＥを活用するなど、新たな取組

みを行っているところですが、現状では十分

でないものと認識しております。 

今後、情報量が多い内容については、でき

るだけ見やすくなるよう心掛けるとともに、意

見を募集する時期、期間についても検討する

など、県や他市等の状況も参考にしながら、

さらに研究を重ねてまいります。 

４ 

 既存の通学路の道路幅が狭

く、車が登下校の児童とすれ違う

時に危ないため、新たな通学路

を設置して欲しい。 

通学路における幹線道路等の

地下道において、犯罪等防止の

ため監視カメラ等を設置して欲し

い。 

通学路については、学校周辺及び校区内

において、児童生徒の安全を第一に考え、学

校長が必要に応じて保護者、PTA や地域と

協議を行い決定しております。 

このような中で、学校や保護者、PTA、地

域の方と協力して、毎年、通学路の定期的な

点検を行っておりますので、いただいた御意

見を関係する学校にお伝えするとともに、通

学路の変更等を含め、必要に応じて関係者と

協議しながら、引き続き通学路の安全確保に

努めてまいります。 

なお、監視カメラ等の設置については、道

路管理者との協議や維持管理等検討が必要

ですので、今後の課題としてまいります。 

いただいた御意見を参考に、子どもの交通

安全の確保や犯罪等から守る環境づくりに努

めてまいります。 

５ 

 経済的な負担もあることから、

新たに児童クラブの設置をお願

いしたい。 

御要望の地域において児童クラブの設置

の予定はございませんが、利用状況等を踏ま

えながら、今後の課題と捉えてまいります。 

 ※類似の意見はまとめて区分回答しているため、提出件数と一致しない場合があります。 


